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A Survey of Alumni's Awareness of University Education and General Education in Osaka University 
Takahiro SAITO, Taro MOCHIZUKI, Yukimasa HAYATA, Masaki N必仏MURA， Hideya MATSUKAWA 
Today, it is essential to consider what added values our university can prov?e to its alumni through 
comprehensive educational curriculums in liberal arts and specialized fields. That is, it is imminently 
necessary to critically review Qlir university's education from the perspectﾌve of educational and 
learning results. A way to examine learning outcomes directly ﾌs to get feedback from our alumni 
about what they have learned from the university's curriculums. The Institute for Higher Education 
Research and Practice surveyed alumni regarding their views during academic year 2006. The 
environment surrounding the university's education, and our unive1'sity itself, have been changing 
since that time and 訪日 necessa1'y to check the results of our educational cu1'1'iculums at regu1a1' 
interva1s to ensu1'e future improvement. This study seeks to 1'eexamine the 1'o1e our gene1'a1 education 
cu1'riculums in al facu1ties have p1ayed by obtaining and analyzing our a1umni's feedback to conside1' 





























































f学部卒業年J (図 1) について、回答者の割合が最も
多かったのは平成 18年度卒業生で、全体の22.8% を占
めていた。以下、平成21年度卒業生 (21.3 9ó)、乎成 20
年度卒業生 (18.1 9ó)の服である。なお、回答者全体の
89.0%が、平成 17年以降の卒業生であった。




「学部卒業時の進路(大学院進学状況)J (図 3) に関し
ては、「大阪火学大阪外国語大学に進学J 80.3 %、そ




















が 16.5% と続く。そして「博士後期課程に在学中j が
7.1%、 ít専士後期課程修了J が 3.1 %となった。





を含む)J が3.9%、「大学・研究機関J が1.6 %という
瓶となった。































図 1 学部卒業年 図 2 卒業学部
進学しなかった 博士




































































り、それに 1 (1) 幅広い教義・知識(同 67.2 %) J が続
いている。これらの能力に関しては十分に身についたと
卒業生は判断しているものと考えられる。続いて 1(6) 




回答の方が多い、評価の低い項目は、 1 (3) 外国語での
口頭と筆記によるコミュニケ}ション能力(肯定的意
見28.0%) J 、 1 (7) リーダーシップ(肉 28.2%)J、 1(5) 
市民性( I司 34.4 %)J、 1(8) 企画カ(河 38.4 %)J、 1(2) 
日本語での口頭と筆記によるコミュニケーション能力
(48.0 %) J のj願となっている。

















日% 20% 40% 6日出 80% 100% 
函 10 大学を卒業するまでの余学共通教育(一般教育)、専門教育の全体を遇して身についた繁華雪
54 
3 点、 2点、 l 点を与え、尺度の中央である 2.5 の債と差
があるかどうかを検定した。その結果、 í(lO)知識を統
合し活用する能力j、 í (9) 分析を過しての批判的思考
力J、 í (1)幅広い教義知識ム í(心情報リテラシ-J


















































































































































































































































00 ・ 00の講義は、両校教育の延長線上にあるといった位置づけであったo そうではなく、現代の科学的背
景をもとにどのような人材・技術が求められていているのかといったところをまず教育するべきであると考える。
良くも悪くもあまり記憶に残っていないのが現状です


























































































































































































































































































































質問票へのご回答は、平成 22 年 1 月 10 日までに、以下の方法のいずれかでお送りくださ
し、。
(方法 1): 以下のアドレスにアクセスし、 web 上でご回答ください。
http://enq.cep.osaka-u.ac.jp/gradenq/ 
(このアドレスから回答ページに移動します。)
(方法 2)・本ファイルに回答を入力し、 replygrad@cep.osaka-u.ac.jp 宛に添付ファイノレで
お送りください。
なお、ご回答いただいた質問禁への回答は厳密に管理し、上記の目的以外に使用することは






























(1) 最終的な修了年月 平成( )年( )月
(2) 最終学歴 <修士、博士、専門職学位>、学位の分野(具体的に
卒業生による全学共通教育ならびに大学教育に関する意識調査
4. あなたの現在の職と職務内容(もっともふさわしい項呂を1つ選んて、ください)
( 1 )現在の職
く企業/官公庁(公務員)/公益法人・NPO 等/学校等(小中高の教員等)/
大学・研究機関/医療機関(研修医を含む)/自営業(起業)/自由業/
パート・アルバイト/大学院に在学(研究生等を含む)/大学院以外の学校に在学/
無職/その他(具体的に )> 
(2 )現在の職務内容
く研究職・開発職/教育職/医療従事者/それ以外の専門職・技術職/管理職/
事務/販売・営業/サービス(主に接客の仕事)/保安・警備/農林漁業/運輸・通信/
生産工程・現業/上記以外のもの(具体的に・ )> 
(3 )あなたの職務は、卒業学部の内容と関係ありますか
く大いに隠係がある/やや関係がある/あまり関係がない/ほとんど関係がない>
(4) 今まで、最初に就職した後に、転職を経験されましたか
くしていない/1 回転職した/複数回転職した>
5. 大学を卒業するまでの全学共通教育(一般教育)、専門教育の全体を通して、次に示す
素養をどの程度身につけることができたとお考えですか。以下の項目 (1)~(10)
のそれぞれに対し、もっともあてはまるものを選択してください。
なお、「わからないJ の選択肢は、項目の意味が理解できない、あるいは「身についたか
どうかの判断が不能j とお考えの場合にのみ選択してください。
(1 )幅広い教義・知識
(とても身についた/どちらかというと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
(2) 日本語での口頭と筆記によるコミュニケーション能カ
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかというと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
(3) 外国語での口頭と筆記によるコミュニケーション能力
(とても身についた/どちらか品、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
(4) 情報リテラシー
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからない)
67 
68 
( 5) 市民性
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
(6 )社会性
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
(7 )リーダーシップ
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなしす
(8) 企画カ
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからない)
(9 )分析を過しての批判的思考カ
(とても身についた/どちらかとし、うと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
(1 0) 知識を統合し活用する能力
(とても身についた/どちらかというと身についた/
どちらかとし、うと身につかなかった/全く身につかなかった/わからなし、)
6. 全学共通教育(一般教育)において、良い授業として印象に残る授業、逆に、改善の
余地が大きいと恩われた授業とはどのようなものでしたか。良いと思った、惑いと恩っ
た理由について具体的にお答えください。
(適宜桝大きくなっ叩J
7. 卒業生の立場から見て、大阪大学の全学共通教育(一般教育)をより魅力あるものと
していくため、教育の内容・方法をどう改善していけばいいとお考えですか。
一一せん)
※質問は以上です。ご協力ありがとうございました。当アンケートの結果は、大阪大学の全学共
通教育の改善に反映させてして所存です。今後とも、有益なご助言を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。最後に、皆様方の益々のご活躍を期待申し上げます。
